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1. 登録事業所の概要

（１）事業所名及び代表者名
株式会社 丸正サンキョー
代表取締役 千葉 晃嗣

（２）所在地
〒 ３３６−０９１１
埼⽟県さいたま市緑区三室１５０１−１
電話 ０４８−８７５−０２９１ 
ＦＡＸ０４８−８７５−０２９４

駐⾞場  埼⽟県さいたま市緑区三室１５０２

資材置場 埼⽟県さいたま市⾒沼区染⾕３−２９２
（注）上記の駐⾞場、資材置場は無⼈

（３）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先
責任者 環境管理責任者 ⼭⼝ 昇⼀
担当者 統括管理部
連絡先 電話 ０４８−８７５−０２９１ 

（４）事業の規模 （2024年度/2023年９⽉〜2024年８⽉）

（５）法⼈設⽴年⽉⽇
1975 年 ２⽉ ６⽇

（６）資本⾦
3800 万円

2. 対象範囲（認証・登録の範囲）

【事業内容】
⼟⽊⼯事・舗装⼯事・下⽔道⼯事の設計施⼯

【事業範囲】
「全組織・全活動」
【事業の組織】 【床⾯積】     654ｍ2

⼯事課⻑

⼀般従業員

経理総務部 統括管理部⼯事部

環境管理責任者

事業所延べ床⾯積/本社（ｍ2）

30 32

項 ⽬
売上⾼（百万円）
従業員（⼈）
⼯事件数（件）

654

683

【敷地⾯積】  4354ｍ2

480

    ＦＡＸ０４８−８７５−０２９４

17 25

2024年度 2023年度

全体会議

2022年度
522
32
31

654654

社⻑

置場⾯積（ｍ2） 3232 3232 3232
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 制定
 ⾒直し

  株式会社丸正サンキョ−は、総合建設会社として、公共⼯事および⺠間⼯事の施⼯を⾏って

  当社は建設業を⾏う事業者として、建設業を⾏うにあたり発⽣する環境への負荷低減を全従

 業員参加で⾏います。また環境関連法規等の遵守に取組み、以下の活動を進めます。

  ② 建設廃棄物の分別とリサイクルによる廃棄物排出量の削減

  ③ 建設⼯事に伴う騒⾳・振動・悪臭等の防⽌

  ④ 建設資材及び事務⽤品等のグリーン購⼊の促進

  ⑤ 環境に配慮した提案、設計、施⼯

 2.環境に関連する法規制、および地域社会との協定、その他、合意事項について遵守します。

 3.この⽅針は社外にも公表し、全従業員に対し周知し、協⼒会社へも周知し協⼒を求めます。

 4.地域社会との共⽣を図り、社会貢献活動に協⼒します。

                                                                                         株式会社 丸正サンキョー
                                                                                         代表取締役社⻑ 千葉 晃嗣

2018年1⽉24⽇
2024年9⽉27⽇

3.環 境 経 営 ⽅ 針

 基本理念

 1.⽬標及び活動計画を作成し、事業活動に伴う環境負荷の低減に努めます。

  ① 事業活動全般にわたる⼆酸化炭素排出量の削減

 います。私たちはこれらの企業活動のなかで、法の遵守、省エネルギー、資源の有効利⽤など

 において継続的改善に努め、地域社会と協同し、⼀層の社会的責任を果たします。

 基本⽅針

3



①環境経営方針、負荷チェック、取組チェックの結果を踏まえて具体的な環境経営目標及び環境経営活動計画を策定

　する。

②環境経営目標は、可能な限り数値化し、二酸化炭素排出量削減、廃棄物排出量削減（一般）、水使用量削減、電力

　削減、（燃料削減（軽油）、グリーン購入の各項目に関する中期（３～５年間）の目標と単年度の目標を策定する。

③環境経営活動計画においては、環境経営目標を達成するための具体的な手段、日程及び計画の責任者を定める。

④顧客満足度の向上に努め会社全体で作業効率を高め環境に配慮した仕事をする。

⑤環境経営目標と環境経営活動は、関係する従業員に周知する。

2019年度 2019年度 2024年度 2024年度 2024年度 2024年度

基準値 基準値(原単位） 目標値 目標値(原単位） 実績 実績(原単位）

（基準値） (原単位） 7.0％減 7.0％減 ― ―

ｋｇ－ＣＯ２

― ― 増減率 7.0％減 7.0％減 ― ―

― ― 増減率 7.0％減 7.0％減 ― ―

― ― 増減率 7.0％減 7.0％減 ― ―

― ― 増減率 0.7％減 0.7％減 ― ―

廃棄物削減（建設） ― ― 増減率 0.7％減 0.7％減 ― ―

【コン塊、As・Co塊、廃プ 1,847 301 ｔ 1,834 299 2,063 302

ラ、汚泥、混合廃棄物】 99.6% ― （再資源化） 100.0% ― 89.8% ―

― ― 増減率 0.7％減 0.7％減 ― ―

　●2024年度購入電力の二酸化炭素排出係数は「環境省　温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」の電気事業者別排出

　　係数一覧、2024年度提出用の中より「東京電力エナジーパートナー」の基礎排出係数（0.408㎏/kwh）を使用しました」

　●過去に購入した電力の二酸化炭素排出係数は「東京電力エナジーパートナー（株）平成２７年度実績の実排出係数

　　（0.505ｋｇ/kwh）を使用しました」

　●当社の事業活動において化学物質の使用はありません。

―

燃料削減（軽油）

燃料削減(ガソリン）

回 １２回 ― １２回

廃棄物削減（一般）

環境配慮

水使用量削減

※売上原単位での目標値とする。

6件 ― 件 6件 ― 6件 ―

ｋｇ

31,074

社会貢献（ロードサ

ポート月１回実施）

295 48

１２回 ―

二酸化炭素削減

8,464

42 6.85

単位

4.環境経営目標

環境経営目標及び環境経営活動計画の策定

環境経営方針

電力削減

４－１環境経営実績表

190,488 177,153 28,898 165,191

51,885

24,186

41,897 6,835 ｋＷｈ 38,964 6,356 22,287 3,263

12,870 2,099 L 11,969 1,952 8,822 1,291

7,459

292 48 305 44

21.00㎥ 41 6.80 147

L 48,253 7,871 50,951

承認日：2024年 9月27日

承認者：千葉 晃嗣
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2019年度 2019年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度
基準値 基準値(原単位） ⽬標値 ⽬標値 ⽬標値 ⽬標値

（基準値） (原単位） 8.0％減 9.0％減 9.5％減 10％減
ｋｇ−ＣＯ２

― ― 増減率 8.0％減 9.0％減 9.5％減 10％減

― ― 増減率 8.0％減 9.0％減 9.5％減 10％減

― ― 増減率 8.0％減 9.0％減 9.5％減 10％減

― ― 増減率 0.8％減 0.9％減 1.0％減 1.1％減

廃棄物削減（建設） ― ― 増減率 0.8％減 0.9％減 1.0％減 1.1％減
【コン塊、As・Co塊、廃プ 1,847 301 ｔ 1,832 1,830 1,828 1,826
ラ、汚泥、混合廃棄物】 99.6% ― （再資源化） 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

― ― 増減率 0.8％減 0.9％減 1.0％減 1.1％減

社会貢献活動
（道路清掃）

 ●2023年度購⼊電⼒の⼆酸化炭素排出係数は「環境省 温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」の電気事業者別排出係
  数⼀覧、令和5年度提出⽤の中より「東京電⼒エナジーパートナー」の基礎排出係数（0.376㎏/kwh）を使⽤しました」
 ●当社の事業活動において化学物質の使⽤はありません。
 ●2020年度より業務量急増に伴い、環境⽬標値が当社の⽬標値とマッチしなくなりました。
  2020年度の是正・予防実施記録にて、2019年度の実績を環境⽬標に変更となっています。（2021年度より）

6.85 ㎥ 41 41 41 41

48 ｋｇ 292 292 292

L 11,840 11,711 11,647

燃料削減（軽油）
51,885 8,464 L 47,734 47,215

6件

11,583

46,955 46,696

291

１２回

171,439175,248 173,344 172,391

38,545 38,126 37,916 37,707

１２回 ― 回 １２回 １２回 １２回

6,835 ｋＷｈ

2,099

単位

⼆酸化炭素削減
190,488 31,074

12,870

6件 ― 件 6件 6件 6件

廃棄物削減（⼀般）

⽔使⽤量削減

環境配慮

４−２環境経営⽬標表

環境経営⽅針

41,897

295

42

電⼒削減

燃料削減(ガソリン）
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5-1環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
対象期間（2023年9月～2024年8月）まで取組結果とその評価

評価 取り組みの評価

二酸化炭素 ①省エネルギ活動の推進による 省エネルギ―に関する従業

排出量 電力使用量の削減。 員の節電意識が変わり達成。

（kg－CO2） ②化石燃料使用量の削減 目標

③ハイブリット車輌使用の推進 実績

達成率

電力使用量 ①不使用設備停止（教育と巡視） 目標達成。

（ｋＷｈ） ②計画的設備始動時間（ピーク電力カット）

③休憩時消灯、待機電力カット 目標 ＬＥＤ照明に切替えを継続

実績 した。（全体の約80%）

達成率

燃料使用量 ①エコカーへの計画的切替え 目標達成。

の削減 ②エコ車検、保守点検、整備

（L） ③エコドライブ教育 目標

⑤経済走行（適切な運行計画） 実績

⑥営業時の相乗運転の励行 達成率

目標達成。

目標

実績

達成率

建設廃棄物 ⑥廃棄物分別の徹底 舗装工事があり、表面のアスファ

（kg） ⑦残余資材のリサイクル ルトを剥がし直す工事の為、As

【コン塊、As・Co塊、廃プ 目標 ガラの量が増え未達成。

ラ、汚泥、混合廃棄物】 実績

達成率

事業系一般 目標達成。

廃棄物 、再使用の推進

（kg） ④包装の合理化（通い箱・封筒の活用） 目標

⑤古紙、段ボールの分別回収 実績

達成率

①手洗い及び洗い物において 宿舎及び作業員への朝晩の食事

は、日常的に節水を行う。 担当者が3年前から変わり、そ

②社有車の洗車を必要最小限 目標 れに伴い水道水の使用量が変わ

に留め、節水を励行している。 実績 りました。

③建設機械を洗車する場合は、 達成率 以前より、食事も評判が良くな

泥等を落としてから行う。 り食堂も綺麗になりました。

①施工中の騒音・振動・粉塵対策等 最新の重機を使用する事で、低

実績

①清掃活動への参加 毎月20日朝礼前に参加

実績 　する。

①利用可能なエコ商品の検討及び購入 利用可能なエコ商品の検討後、

実績

ＥＡ２１導入教育 コロナ過に伴い、本年度は

実績

②両面コピー・ミスコピー裏面

※　　〇印＝目標達成　　△＝目標値から30%以内　　×＝目標値の30%以下

○

2019年度/目標 １２回

１２回

○

×

2019年度/目標 ３点

３点

2019年度/目標 ２回

○

2019年度/目標 ６件

６件

環境配慮

（件）
②施工場所にあう安全対策 目標 ６件

48

48

44

109%

△

〇

水使用量の削減

（㎥）

原単位

2019年度/基準値 301

299

303

99%

原単位

2019年度/基準値

6.85

6.80
△

廃

棄

物

排

出

量

の

削

減

原単位

2019年度/基準値

21.00

32%

原単位

〇

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

⑥空調温度設定（冷房２８℃、暖房２０℃）

〇

〇

原単位

2019年度/基準値 6,835

6,356

3,263

195%

原単位

2019年度/基準値 2,099

24,186

119%

2019年度/基準値 8,464

7,871

7,459

106%

騒音・低振動を確保しています。

社会貢献活動の推進

（回）
（毎月１回　第３月曜日を予定） 目標 １２回 ※20日が休日の際は前後

⑥空調温度設定（冷房２８℃、暖房２０℃）

売上：￥6,83億 工事件数：元請 5件/下請 12件 目標と実績の数値を売上で原単位化

151%

ガソリン

1,952

1,291

項目 取組内容

〇

達成状況

原単位

2019年度/基準値 31,074

28,898

軽油

実施せず。
教育・訓練の実施

（回）
目標 ２回

グリーン購入の促進

（点）
目標 ３点 ３点購入

０回

６



5-2環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
対象期間（ 2023年9⽉〜2024年8⽉）まで環境経営計画の主要内容

実施部⾨
責任者 ９⽉ １０⽉ １１⽉ １２⽉ １⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉

①未使⽤時の電気消灯の徹底 〇 ・未使⽤時の電気消灯の徹底【未達成のため継続】

②設備電気不要時の負担遮断 △ ・設備電気不要時の負担遮断【未達成のため継続】

③エアコン温度設定の徹底（夏季28℃ 冬季20℃） 〇 ・エアコン温度設定の徹底（夏季28℃ 冬季20℃）【達成/ＣＯ２削減のため継続】

④節電表⽰による周知徹底（昼休みの消灯等） 〇 ・節電表⽰による周知徹底（昼休みの消灯等）【達成/ＣＯ２削減のため継続】

⑤ＬＥＤ照明交換等の推進 △ ・ＬＥＤ照明交換等の推進【未達成のため継続】

①アイドリングストップの徹底 〇 ・アイドリングストップの徹底【達成/ＣＯ２削減のため継続】

②効率の良い配⾞スケジュールの検討実施 〇 ・効率の良い配⾞スケジュールの検討実施【達成/ＣＯ２削減のため継続】

③現場⾞両の必要最低限の検討と実施 〇 ・現場⾞両の必要最低限の検討と実施【達成/ＣＯ２削減のため継続】

④社有⾞をハイブリッド⾞や低燃費⾞に切り替える 〇 ・⽬標１台/年【達成/ＣＯ２削減のため継続】

①廃棄物分別の徹底 △ ・廃棄物分別の徹底【未達成/継続】

②残余資材のリュースリサイクル 〇 ・残余資材のリュースリサイクル【達成/ＣＯ２削減のため継続】

〇

①廃棄物分別の徹底 〇 ・廃棄物分別の徹底【達成/ＣＯ２削減のため継続】

②リュースリサイクルの推進 ・リュースリサイクルの推進【達成/ＣＯ２削減のため継続】

①節⽔シール等の表⽰及び⽣活⽤⽔の節制 △ ・節⽔シール等の表⽰及び⽣活⽤⽔の節制【未達成/継続】

②洗⾞等洗浄⽔の節約 〇 ・洗⾞等洗浄⽔の節約【達成/ＣＯ２削減のため継続】

①利⽤可能なエコ商品の検討及び購⼊ 〇 ・利⽤可能なエコ商品の検討及び購⼊【達成/ＣＯ２削減のため継続】

①低騒⾳・排ガス対策型の建設機械採⽤の促進 〇 ・低騒⾳・排ガス対策型の建設機械採⽤の促進【達成/ＣＯ２削減のため継続】

②騒⾳・振動・粉塵対策を講じた施⼯の促進 〇 ・騒⾳・振動・粉塵対策を講じた施⼯の促進【達成/ＣＯ２削減のため継続】

③最適な建設機械サイクルタイムの計画・促進 〇 ・最適な建設機械サイクルタイムの計画・促進【達成/ＣＯ２削減のため継続】

①現場パトロールの実施 現場状況の把握 〇 ・現場パトロールの実施 現場状況の把握【達成/現場状況把握のため継続】

②朝礼等を活⽤した社員と従業員の教育訓練の実施 × ・朝礼等を活⽤した社員と従業員の教育訓練の実施【未達成/継続】

③社員と従業員による奉仕活動の実施（道路清掃等） 〇 ・社員と従業員による奉仕活動の実施（道路清掃等）【達成/奉仕活動継続】
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2023年

社会貢献活動の推進
全部⾨   
 ⼭⼝昇⼀

総務部   
  千葉照永

※ 〇印＝⽬標達成 △＝⽬標値から30%以内 ×＝⽬標値の30%以下
2024年

⼯事部   
  川⼝達夫
      
統括管理部 
   ⼭⼝昇

項⽬

⼆
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

全部⾨   
 ⼭⼝昇⼀

取組内容 評価

電⼒使⽤量の削減
（CO2の削減）

燃料使⽤量の削減
（CO2の削減）

建設廃棄物   
   の再資源化

⼀般廃棄物   
    排出量の

削減

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

⼯事部   
  各現場代

理⼈

全部⾨   
 ⼭⼝昇⼀

⽔使⽤量の削減
全部⾨   
 ⼭⼝昇⼀

グリーン購⼊の推進

⼯事部   
  各現場代

理⼈
環境配慮の施⼯



6.環境関連法規等の遵守状況及び違反・訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

騒⾳規制法 ・H15条 規制基準遵守義務 遵守
・H14条 特定建設作業の実施の届出

振動規制法 ・H15条 規制基準遵守義務 遵守
・H14条 特定建設作業の実施の届出

廃棄物の処理及び ・H12条 地⽅公共団体への協⼒ 取り組んでいる
清掃に関する法律 ・H12条-9
（廃棄法） ・H6条-2-7  ⼀般廃棄物処理の委託 遵守

・H12条3.4.5.7

・H14の4 収集運搬業の許可
・K8の22、23 運搬受託者の管理票写しの送付
・K8の26  運搬受託者の管理票の保存

リサイクル法 ・H14条  事業者の責務（資源有効利⽤促進法) 遵守

家電リサイクル法 ・H6条 関係者の責務 遵守
R1（対象品⽬機種）

・H８条     ⾃動⾞所有者 遵守
・H73条 再⽣資源化等預託⾦の預託

フロン類の使⽤の ・H19条 第１種特定製品廃業等実施者の引渡し義務 遵守
合理化及び管理の ・H19条の3 第１種特定製品廃業等実施者による書⾯の交付
適正化に関する ・H20条の２ 引取証明の保管
法律 ・H19条の２ 特定解体⼯事元請業者の確認及び説明

・H19条の３  第１種フロン類取引受託者
・H16条 取り組んでいる

建設リサイクル法 ・H21条     知事への登録 遵守
・H31条 技術管理者の選任
・H5条 建設業を営む者の資格
・H9条  分別解体等実施義務
・H12条 対象建設⼯事の届出に係る 事業の説明等

・H13条 対象建設⼯事の請負契約に係る書⾯の記載事項

・H16条  再⽣資源化実施義務
・H18条  発注者への報告等

オフロード法 排気ガスの排出量の抑制 遵守

地球温暖化対策の ・第5項 遵守
推進に関する法律
埼⽟県⽣活環境 ・ディーゼル⾞排出ガス規制第３１〜３４号 取り組んでいる
保全条例 ・燃料規制 第４３〜４４号 遵守

・アイドリングストップの実施 第４０〜４２号
・⾃動⾞対策（その他地球温暖化対策） 取り組んでいる

埼⽟県 ・埼⽟県⼟砂の搬出・堆積等の規制に関する条例 遵守
・消防法

さいたま市 ・グリーン購⼊法 取り組んでいる

環境関連法規制等の遵守状況は、定期評価の結果、環境法規制の逸脱はありませんでした。
また過去５年間にわたって違反や訴訟も１件も発⽣しておりません。

フロン漏れの簡易点検の記録を３ヶ⽉に⼀度⾏う

廃棄物処理の委託（K10：⽔銀使⽤製品廃棄物含む）

遵守状況

⾃動⾞リサイクル法

法規名 該当する項⽬

【 委託の基準・委託契約の保存期間・産業廃棄物管理票（マニフェスト）】

多量排出事業者とし処理計画と実施状況の報告

（フロン排出抑制法）

承認日：2024年 9月20日

承認者：千葉 晃嗣
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実施⽇ 2024年 9⽉27⽇

実施者 代表取締役 千葉 晃嗣

１．全体の確認・評価

１.環境経営⽬標の達成状 ・当年度環境経営⽬標、環境経営活動計画及 現場⽤重機燃料使⽤量の未達成等があるが、
  況、境経営活動計画の  びその取組結果報告 「年間ガソリンの使⽤量削減は評価」する。
  実施状況
２.外部コミュケーション ・社会貢献活動の賞賛１件 社会貢献活動は、企業活動として当り前だと

思い、営業展開にも繋がる事だと思います。
３.環境法規制等の順守 ・当年度環境法規制等の確認 法規制遵守への徹底がはかられていると評価
     状況  報告 する。
４.是正処置及び予防処置 ・是正処置1件 是正処置は注視継続する。
    の実施状況 ・予防処置1件 予防処置は評価する。

２．代表者による環境⽅針等の変更の必要性ならびに指⽰事項

次期⽬標を⾒直し
とのこと
次期⽬標を検討の
こと
問題の未然防⽌ 苦情等の潜在的要因を洗い出し
（予防処置）に重
点を置くこと。

9/27/2020
計画案を策定した。(朝礼時にＥ
Ａ21を関して通達・指導を適宜
実施する)

６．その他 要
環境に関する意識
向上の⼈材育成計
画を策定のこと。

環境管理責任者

実施体制については継続。

４．システム運⽤ 要 環境管理責任者 9/27/2023 て予防処置をはかっていく。

５．実施体制の⾒直し 否 改定なし 代表取締役 9/27/2020

是正処置を⾏い環境経営⽬標の
⾒直しを⾏います。
⽬標値のレベルアップを図り、
次年度の⽬標、計画を作成

項⽬ 報告内容（要旨） 代表者の評価

環境経営⽅針については継続。

項⽬
変更の  

要否
指⽰事項等 回答者 回答⽇

２．環境経営⽬標 要

回答内容

7.社⻑による⾒直し結果

環境管理責任者 9/27/2023

３．環境活動計画 要 環境管理責任者 9/27/2020

１．環境経営⽅針 否 改定なし 代表取締役 9/27/2023

９



【事業規模】

株式会社　丸正サンキョー

15000

5000

原単位

原単位

3000

9000

社員数

40名

30名

（kwh/売上） （kwh/売上） （kwh/売上）

売上と社員数

（ℓ/売上）

2024年度

原単位

（kg-Co2/売上） （kg-Co2/売上） （kg-Co2/売上） （kg-Co2/売上） （kg-Co2/売上） （kg-Co2/売上）

50000

25000

10億円

5億円

6112

2023年度2020年度 2021年度 2022年度

5680 2762 5320

20万kg-Co2

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

実積グラフ（過去５年分）

30名

2024年度

3263

（kwh/売上）

32名 33名 32名 32名

【二酸化炭素排出量】 31376 14294 29795 39830 24186

10万kg-Co2

14412

2024年度

【電気使用量】

8750

5万kwh

（kwh/売上） （kwh/売上）

2022年度 2023年度2020年度 2021年度

2.5万kwh

5万ℓ

2020年度 2021年度 2022年度

（ℓ/売上） （ℓ/売上）
【化石燃料使用量】

11055 4964 10541

（ℓ/売上）

10万ℓ

2024年度

（ℓ/売上）

2023年度

（ℓ/売上）

5.52億 6.83億5.32億 9.79億

29368 2228730217 27038

69178 5977358817 48600

164473 165191166924 139947

4.80億

191187

29342

58188
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【廃棄物削減】

【廃棄物削減】

2024年度

株式会社　丸正サンキョー

55 30 54 62 原単位44

2500ｔ 500

1500ｔ 250

237 285 535 298

10

（㎥/売上）

50㎥

2022年度 2023年度 2024年度

7.89 10.42 26.45 30.00 21.00

（kg/売上）

（建設） （t/売上） （t/売上） （t/売上） （t/売上） （t/売上）

原単位

300ｋｇ 80

150ｋｇ 40

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（一般） （kg/売上） （kg/売上） （kg/売上） （kg/売上）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

実積グラフ（過去５年分）

100㎥ 30

（㎥/売上） （㎥/売上） （㎥/売上） （㎥/売上）

（kg/売上）

302
（t/売上）

原単位

（㎥/売上）
【水資源使用量】

2020年度 2021年度

300290 297

20631262 2790

305

14610242 147

299

2957 1432

144
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